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問　
大
切
な
家
族
や
親
族
を
亡
く

し
、
悲
し
み
が
癒
え
な
い
間
に
行
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
、
死
亡

に
伴
う
様
々
な
手
続
で
あ
る
。
手
続

を
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
で
き
る
「
お
く

や
み
窓
口
」
が
全
国
各
地
で
も
広

が
っ
て
い
る
。
平
成
31
年
３
月
議
会

で
「
お
く
や
み
窓
口
」
に
つ
い
て
質

問
を
し
た
が
、
そ
の
後
、
改
善
さ
れ

た
点
は
あ
る
か
。

答　
令
和
２
年
４
月
か
ら
各
担
当

課
で
の
手
続
を
分
野
ご
と
に
分
け
、

分
か
り
や
す
く
一
覧
に
ま
と
め
た

「
お
く
や
み
手
続
き
ガ
イ
ド
」
を
作

成
し
、
死
亡
届
が
提
出
さ
れ
た
際
に
、

窓
口
で
渡
し
て
い
る
。
ま
た
、
令
和

元
年
10
月
の
住
民
基
本
台
帳
シ
ス
テ

ム
再
構
築
に
合
わ
せ
、
案
内
書
の
様

式
を
高
齢
者
の
方
も
読
み
や
す
い
よ

う
に
見
直
し
、
利
用
し
や
す
い
案
内

書
に
変
更
し
て
い
る
。

問　
「
お
く
や
み
窓
口
」
の
開
設

を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

答　
他
市
で
の
事
例
な
ど
を
参
考

に
、
前
向
き
に
検
討
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

問　
農
林
業
セ
ン
サ
ス
は
、
農
家

や
林
業
を
営
む
法
人
等
を
対
象
に
調

査
を
す
る
も
の
だ
が
、
そ
の
目
的
と

調
査
項
目
は
。

答　
農
林
業
の
生
産
構
造
、
就
業

構
造
を
明
ら
か
に
し
、
農
山
村
の
実

態
を
総
合
的
に
把
握
す
る
た
め
に
実

施
し
て
い
る
。
調
査
項
目
は
経
営
の

態
様
、
世
帯
の
状
況
を
は
じ
め
15
項

目
で
あ
る
。

問　
農
業
者
へ
の
支
援
や
農
業
後

継
者
の
育
成
に
お
け
る
市
の
施
策
は
。

答　
自
ら
経
営
改
善
に
取
り
組
む

認
定
農
業
者
に
対
し
、
施
設
整
備
や

機
械
導
入
等
に
か
か
る
費
用
補
助
な

ど
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
土
地
改

良
事
業
を
実
施
し
、
農
業
の
生
産
性

向
上
や
改
善
を
図
り
、
併
せ
て
農
地

の
集
積
・
集
約
化
を
行
う
こ
と
で
、

農
業
の
競
争
力
強
化
を
進
め
て
い
る
。

農
業
後
継
者
の
育
成
に
つ
い
て
は
、

研
修
を
実
施
し
て
い
る
ほ
か
、
就
農

希
望
者
の
耕
作
農
地
取
得
に
対
す
る

支
援
や
経
営
安
定
の
た
め
の
資
金
を

交
付
す
る
な
ど
、
新
規
就
農
者
確
保

と
就
農
後
の
定
着
を
図
っ
て
い
る
。

一
般
質
問

市
政
の
こ
こ
を
問
う

　
こ
の
定
例
会
で
は
、
９
月
１
日
か
ら
３
日
ま
で
の
３
日
間
で
16
人
が
登
壇
し
、

37
項
目
に
わ
た
り
、
市
政
に
つ
い
て
一
般
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
主
な
項
目
に
つ
い
て
要
約
し
、
掲
載
し
ま
す
。

谷　
口　
睦　
生　
議
員

	

※
１　

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
及
び
感
染
対
策
に
つ
い
て

鈴　
木　
浩　
二　
議
員

	
	

１　

コ
ロ
ナ
変
異
株
へ
の
対
策
に
つ
い
て

	

※
２　

地
球
温
暖
化
対
策
へ
の
市
の
取
組
に
つ
い
て

蜂
須
賀　
信　
明　
議
員

	

※
１　

刈
谷
市
の
多
文
化
共
生
社
会
の
対
応
に
つ
い
て

	
	

２　

刈
谷
市
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
計
画
に
つ
い
て

黒　
川　
智　
明　
議
員

	

※
１　

刈
谷
市
の
防
災
・
減
災
対
策
に
つ
い
て

星　
野　
雅　
春　
議
員

	
	

１　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
と
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

	

※
２　

刈
谷
市
内
の
崖
、
急
傾
斜
地
に
つ
い
て

	
	

３　

依
佐
美
地
区
第
２
期
工
事
に
つ
い
て

白　
土　
美
恵
子　
議
員

	
	

１　

妊
娠
・
出
産
へ
の
支
援
に
つ
い
て

	
	

２　

子
ど
も
・
若
者
総
合
相
談
窓
口
に
つ
い
て　
　

	

※
３　

お
く
や
み
窓
口
に
つ
い
て

上　
田　
昌　
哉　
議
員

	

※
１　

刈
谷
市
の
高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て

	
	

２　

刈
谷
市
の
中
学
校
の
設
備
に
つ
い
て

稲　
垣　
雅　
弘　
議
員

	

※
１　

ス
マ
ー
ト
ウ
エ
ル
ネ
ス
シ
テ
ィ
ー
に
向
け
て

牛　
田　
清　
博　
議
員

	

※
１　

市
民
の
命
を
守
る
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
に
つ
い
て

	

※
２　

荒
ぶ
る
自
然
災
害
の
対
応
に
つ
い
て　
　

	

※
３　

市
民
が
気
軽
に
利
用
で
き
る
刈
谷
市
歴
史
博
物
館
に
つ
い
て

山　
本　
シ
モ
子　
議
員

	

※
１　

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
地
域
経
済
打
撃
の
影
響
に
つ
い
て

	
	

２　

市
民
の
命
と
暮
ら
し
守
る
生
活
保
護
申
請
の
行
使
に
つ
い
て

	
	

３　

市
内
巡
回
バ
ス
無
料
の
継
続
に
つ
い
て

	
	

４　

魅
力
あ
る
公
園
づ
く
り
に
つ
い
て

	
	

５　

平
和
が
息
づ
く
行
政
運
営
に
つ
い
て

葛　
原　
祐　
季　
議
員

	

※
１　

刈
谷
市
の
農
業
の
現
状
に
つ
い
て

	
	

２　

入
札
制
度
に
つ
い
て

質問・答弁がホームページから映像で御覧になれます。
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質
問
項
目
（
発
言
順
）
（
※
）
…
掲
載
し
た
項
目

新　
海　
真　
規　
議
員

	
	

１　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
つ
い
て

	

※
２　

介
護
士
の
確
保
に
つ
い
て

	
	

３　

年
金
手
帳
交
付
の
廃
止
に
つ
い
て

城　
内　
志　
津　
議
員

	

※
１　

全
児
童
生
徒
が
楽
し
く
過
ご
せ
る
学
校
づ
く
り
に
つ
い
て

	
	

２　

平
和
施
策
の
推
進
に
つ
い
て

佐　
原　
充　
恭　
議
員

	
	

１　

生
涯
現
役
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

	
	

２　

高
齢
者
や
障
が
い
者
を
守
る
取
組
に
つ
い
て

	

※
３　

コ
ロ
ナ
禍
と
保
育
に
つ
い
て

渡　
邊　
妙　
美　
議
員

	

※
１　

防
災
に
つ
い
て

鈴　
木　
絹　
男　
議
員

	
	

１　

刈
谷
市
民
と
し
て
の
ア
ド
バ
ン
テ
ー
ジ
（
優
位
性
）
に
つ
い
て

	

※
２　

刈
谷
警
察
署
に
つ
い
て

	
	

３　

コ
ロ
ナ
対
策
に
つ
い
て

問　
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種

後
の
副
反
応
等
へ
の
対
応
は
。

答　
ワ
ク
チ
ン
接
種
直
後
は
、
接

種
会
場
ま
た
は
医
療
機
関
で
健
康
観

察
を
行
い
、
体
調
に
異
変
が
あ
っ
た

場
合
は
、
医
師
や
看
護
師
が
救
急
対

応
を
す
る
。
帰
宅
後
に
体
調
が
悪
く

な
っ
た
場
合
は
、
か
か
り
つ
け
医
や

救
急
外
来
を
受
診
し
、
必
要
な
治
療

を
受
け
て
い
た
だ
く
。
診
察
し
た
医

師
が
よ
り
専
門
的
な
医
療
が
必
要
で

あ
る
と
判
断
し
た
場
合
に
は
、
専
門

的
な
医
療
機
関
を
紹
介
す
る
な
ど
医

療
体
制
を
整
え
て
い
る
。

問　
予
防
接
種
健
康
被
害
救
済
制

度
の
概
要
と
市
の
申
請
手
続
は
。

答　
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
よ
っ
て
健

康
被
害
が
生
じ
た
場
合
、
予
防
接
種

法
に
基
づ
き
、
医
療
費
や
障
害
年
金

の
給
付
等
が
受
け
ら
れ
る
。
申
請
は

市
が
受
け
付
け
、
県
を
通
じ
て
厚
生

労
働
省
に
送
致
し
、
疾
病
・
障
害
認

定
審
査
会
が
認
定
す
れ
ば
給
付
が
受

け
ら
れ
る
。
な
お
、
今
の
と
こ
ろ
、

本
市
に
お
い
て
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
よ

る
健
康
被
害
の
申
請
は
な
い
。

谷
口　
睦
生　
議
員

（
主
な
答
弁
者
・
・
・
福
祉
健
康
部
長
）

―
国
の
審
査
会
で
認
定
さ
れ
た
場
合
は
、
医
療
費
の
給
付
等
が
受
け
ら
れ
る
―

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
よ
り
健
康
被
害
が
発
生
し
た
場
合
の
補
償
を
!!体調が悪くなったら

医療機関で必要な受診を

窓口を一本化し、
残された御家族の手続負担の軽減を

誰もが安心して暮らせるよう
第８期刈谷市介護保険事業計画・
刈谷市高齢者福祉計画の策定を　

安心できる食を未来につなげるため、
安定した農業経営への支援を

問　
世
界
首
長
誓
約
を
モ
デ
ル
に
、

岡
崎
市
、
豊
田
市
及
び
み
よ
し
市
が

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
、
温
室
効

果
ガ
ス
の
大
幅
削
減
な
ど
の
課
題
に

対
し
て
一
体
的
に
取
り
組
む
西
三
河

首
長
誓
約
を
行
っ
て
い
る
。
首
長
誓

約
に
参
加
す
る
こ
と
や
広
域
的
な
連

携
の
取
組
を
進
め
る
考
え
は
な
い
か
。

答　
首
長
誓
約
に
参
加
す
る
予
定

は
な
い
が
、
広
域
的
な
取
組
と
し
て
、

国
の
行
政
機
関
、
県
、
市
町
村
、
事

業
者
、
学
識
経
験
者
な
ど
幅
広
い
分

野
で
構
成
さ
れ
る
気
候
変
動
適
応
中

部
広
域
協
議
会
に
参
加
し
て
い
る
。

関
係
機
関
か
ら
情
報
収
集
し
、
助
言

を
い
た
だ
き
な
が
ら
本
市
の
地
域
性

に
合
っ
た
適
応
策
を
検
討
し
て
い
く
。

問　
公
共
事
業
の
入
札
な
ど
に
お

い
て
、
低
炭
素
に
配
慮
し
た
評
価
基

準
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答　
一
般
競
争
入
札
で
は
、
企
業

の
環
境
へ
の
取
組
状
況
に
つ
い
て
評

価
項
目
を
設
け
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０

１
も
し
く
は
エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
21
の

認
証
取
得
業
者
に
対
し
加
点
を
し
て

い
る
。

鈴
木　
浩
二　
議
員

（
主
な
答
弁
者
・
・
・
産
業
環
境
部
長
）

―
本
市
の
地
域
性
に
合
っ
た
取
組
を
検
討
し
て
い
く
―

刈
谷
市
の
Ｃ
Ｏ
２

削
減
は
大
幅
な
目
標
未
達
、
率
先
し
た
取
組
を
!!

問　
一
ツ
木
町
で
は
多
く
の
外
国

人
の
方
が
生
活
し
て
い
る
。
地
域
・

Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
行
政
が
協
働
し
立
ち
上
げ

た
一
ツ
木
多
文
化
共
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
「
ワ
ー
ル
ド
・
ス
マ
イ
ル
・
ガ
ー

デ
ン
（
通
称
ワ
ー
ル
デ
ン
）」
と
は
。

答　
国
籍
、
性
別
、
年
齢
な
ど
に

関
係
な
く
、
多
様
な
人
々
が
一
緒
に

野
菜
な
ど
を
育
て
な
が
ら
交
流
す
る

多
文
化
共
生
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ガ
ー
デ

蜂
須
賀　
信
明　
議
員

（
主
な
答
弁
者
・
・
・
市
民
活
動
部
長
）

―
一
ツ
木
地
区
の
活
動
を
モ
デ
ル
と
し
、
交
流
で
き
る
場
の
創
設
を
検
討
す
る
―

多
文
化
共
生
に
向
け
、
言
語
・
文
化
・
心
の
壁
を
越
え
ら
れ
る
環
境
づ
く
り
を
!!

ン
で
あ
る
。
地
域
住
民
に
よ
る
主
体

的
か
つ
持
続
可
能
な
活
動
を
目
指
し

て
任
意
団
体
を
立
ち
上
げ
、
運
営
の

全
て
を
地
域
住
民
が
担
う
体
制
を
整

え
て
き
た
。
今
で
は
、
愛
知
教
育
大

学
の
留
学
生
や
企
業
の
外
国
人
研
修

生
な
ど
も
参
加
し
、
地
区
を
越
え
た

多
文
化
共
生
の
場
と
な
っ
て
い
る
。

問　
み
ん
な
が
楽
し
く
集
ま
る

ワ
ー
ル
デ
ン
の
進
む
べ
き
方
向
性
は
。

答　
外
国
人
の
方
の
防
犯
活
動
や

防
災
対
策
な
ど
の
地
域
活
動
へ
の
積

極
的
な
参
加
を
促
進
し
、
地
域
全
体

で
さ
ら
な
る
多
文
化
共
生
が
図
ら
れ

る
よ
う
、
市
と
し
て
も
支
援
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問　
昨
今
の
水
害
か
ら
、
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
は
現
状
の
治
水
能
力
を
は

る
か
に
超
え
る
予
想
雨
量
の
災
害
想

定
に
更
新
さ
れ
た
。
市
民
の
行
動
を

促
す
た
め
の
市
の
対
策
は
。

答　
水
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
説

明
や
確
認
方
法
の
紹
介
及
び
各
種
防

災
講
座
で
内
容
理
解
を
深
め
る
講
義

を
新
た
に
追
加
す
る
予
定
で
あ
る
。

問　
市
の
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア

ル
に
は
、
17
の
人
的
支
援
関
係
機
関

に
協
力
要
請
す
る
旨
の
記
載
が
あ
る
。

各
支
援
員
が
定
期
的
に
巡
回
し
、
聞

き
取
り
や
指
導
・
指
示
を
含
め
た
処

置
を
行
う
た
め
の
仕
組
み
が
必
要
と

考
え
る
が
ど
う
か
。

答　
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
で

は
、
障
害
者
や
高
齢
者
な
ど
、
一
般

避
難
所
で
の
生
活
に
お
い
て
特
別
な

配
慮
が
必
要
な
方
へ
の
望
ま
し
い
人

的
支
援
を
整
理
し
て
い
る
。
今
後
、

医
療
機
関
や
民
間
事
業
所
、
相
談
支

援
機
関
等
と
の
連
携
な
ど
、
専
門
職

の
助
言
等
の
支
援
を
受
け
る
具
体
的

な
仕
組
み
づ
く
り
が
急
務
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

黒
川　
智
明　
議
員

（
主
な
答
弁
者
・
・
・
生
活
安
全
部
長
）

―
刈
谷
市
の
現
状
の
防
災
課
題
に
あ
っ
た
取
組
を
進
め
て
い
く
―

市
民
目
線
で
大
災
害
時
の
防
災
減
災
行
動
に
つ
な
が
る
取
組
の
充
実
を
!!

白
土　
美
恵
子　
議
員

（
主
な
答
弁
者
・
・
・
市
民
活
動
部
長
）

―
他
市
で
の
事
例
を
参
考
に
前
向
き
に
検
討
を
し
て
い
く
―

遺
族
の
負
担
を
軽
減
で
き
る
「
お
く
や
み
窓
口
」
の
開
設
を
!!

葛
原　
祐
季　
議
員

（
主
な
答
弁
者
・
・
・
産
業
環
境
部
長
）

―
認
定
農
業
者
に
対
し
、
施
設
整
備
費
等
を
補
助
し
、
支
援
を
し
て
い
る
―

元
気
で
魅
力
あ
る
農
業
を
実
現
す
る
た
め
の
施
策
を
!!

問　
平
成
22
年
10
月
に
高
須
市
民

館
西
側
で
土
砂
崩
れ
が
発
生
し
た
が
、

原
因
は
何
か
。

答　
農
協
の
跡
地
を
活
用
し
、
高

須
地
区
が
管
理
し
て
い
る
地
域
広
場

の
南
東
角
の
法
面
が
崩
れ
た
も
の
で

あ
る
。
原
因
は
、
広
場
に
降
っ
た
雨

が
南
東
角
に
集
中
し
た
こ
と
に
よ
り
、

高
さ
２
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
石
積
み
の

一
部
が
崩
れ
、
そ
の
周
り
の
土
砂
が

流
れ
出
た
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

問　
土
砂
災
害
防
止
法
に
基
づ
き
、

市
内
４
か
所
が
県
に
よ
り
土
砂
災
害

警
戒
区
域
及
び
特
別
警
戒
区
域
に
指

定
さ
れ
て
い
る
。
近
年
の
大
雨
に
よ

り
低
い
崖
が
崩
れ
る
こ
と
を
心
配
し

て
い
る
市
民
も
い
る
。
法
に
当
て
は

ま
ら
な
い
崖
や
擁
壁
の
対
策
と
し
て
、

市
が
所
有
者
な
ど
に
注
意
喚
起
の
呼

び
か
け
は
し
な
い
の
か
。

答　
低
い
崖
や
擁
壁
の
扱
い
は
、

法
規
制
が
及
ば
な
い
範
疇
で
あ
る
た

め
、
所
有
者
の
定
期
的
な
点
検
確
認

作
業
を
は
じ
め
、
地
域
で
の
危
険
箇

所
の
把
握
に
よ
り
注
意
喚
起
が
行
わ

れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
考
え
る
。

星
野　
雅
春　
議
員

（
主
な
答
弁
者
・
・
・
建
設
部
長
）

―
所
有
者
の
点
検
確
認
や
地
域
で
の
注
意
喚
起
が
望
ま
し
い
―

大
雨
に
備
え
、
法
の
規
制
に
当
て
は
ま
ら
な
い
崖
の
管
理
の
呼
び
か
け
を
!!

問　
第
８
期
計
画
に
お
け
る
地
域

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
考
え
方
は
。

答　
「
住
み
慣
れ
た
地
域
で
い
つ

ま
で
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち　

上
田　
昌
哉　
議
員

（
主
な
答
弁
者
・
・
・
福
祉
健
康
部
長
）

―
高
齢
者
が
住
み
や
す
い
地
域
共
生
社
会
実
現
に
向
け
て
施
策
を
推
進
す
る
―

高
齢
者
が
安
心
し
て
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
施
策
の
充
実
を
!!

か
り
や
」
を
基
本
理
念
と
し
て
掲
げ
、

高
齢
者
が
不
安
な
く
、
住
み
慣
れ
た

地
域
で
自
分
ら
し
く
高
齢
期
を
幸
せ

に
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
総

合
的
に
施
策
を
推
進
し
て
い
く
。

問　
高
齢
者
施
設
の
充
足
状
況
と

第
８
期
計
画
の
施
設
整
備
の
予
定
は
。

答　
介
護
保
険
事
業
計
画
に
お
い

て
、
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
及
び
施

設
・
居
住
系
サ
ー
ビ
ス
の
整
備
目
標

を
定
め
て
お
り
、
施
設
の
待
機
者
数

や
日
常
生
活
圏
域
ご
と
の
配
置
状
況

等
の
施
設
の
充
足
状
況
を
踏
ま
え
、

整
備
を
計
画
し
て
い
る
。

問　
今
後
の
高
齢
者
福
祉
の
展
望

と
意
気
込
み
は
。

答　
高
齢
者
が
人
と
社
会
と
つ
な

が
り
、
生
き
が
い
や
役
割
を
持
ち
、

互
い
に
支
え
合
い
・
助
け
合
い
な
が

ら
暮
ら
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
地

域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、
各

種
施
策
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

問　
市
民
の
医
療
、
介
護
、
健
康

増
進
の
た
め
の
総
合
的
な
シ
ス
テ
ム

の
在
り
方
や
医
療
等
デ
ー
タ
の
利
活

用
に
つ
い
て
の
市
の
考
え
は
。

答　
医
療
、
介
護
、
保
健
デ
ー
タ

の
利
活
用
を
進
め
る
こ
と
で
、
部
門

横
断
的
な
情
報
の
集
積
、
連
結
に
よ

る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
広
げ
、
適
切
な

医
療
提
供
等
に
つ
な
が
る
と
考
え
て

い
る
。
引
き
続
き
医
療
と
介
護
に
関

わ
る
多
職
種
間
の
情
報
連
携
や
情
報

を
分
析
し
、
有
効
に
活
用
す
る
た
め

の
体
制
整
備
に
努
め
て
い
く
。

問　
ス
マ
ー
ト
ウ
エ
ル
ネ
ス
シ

テ
ィ
ー
に
つ
い
て
の
市
の
認
識
は
。

答　
高
齢
化
、
人
口
減
少
が
進
む

中
、
地
域
住
民
が
身
体
面
の
健
康
だ

け
で
な
く
生
き
が
い
を
感
じ
、
安
心

安
全
で
豊
か
な
生
活
を
送
る
た
め
に
、

そ
こ
で
暮
ら
す
こ
と
で
健
康
に
な
れ

る
ま
ち
が
ス
マ
ー
ト
ウ
エ
ル
ネ
ス
シ

テ
ィ
ー
で
あ
る
と
理
解
し
て
い
る
。

そ
の
実
現
の
た
め
に
健
康
状
態
を
客

観
的
に
評
価
す
る
た
め
の
デ
ー
タ
分

析
・
連
携
な
ど
が
重
要
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

問　
地
域
業
者
等
が
参
加
し
、
市

民
の
皆
さ
ん
も
楽
し
み
に
し
て
い
る

産
業
ま
つ
り
は
経
済
効
果
に
大
き
く

寄
与
し
て
き
た
。
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
に
よ
る
２
年
連
続
中
止
の

判
断
は
ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
る
の

か
。答　

５
月
中
旬
頃
か
ら
コ
ロ
ナ
の

感
染
拡
大
状
況
を
注
視
し
な
が
ら
開

催
の
可
否
を
検
討
し
て
き
た
が
、
出

店
事
業
者
の
募
集
な
ど
開
催
準
備
期

間
を
考
慮
し
た
上
で
、
６
月
下
旬
に
、

共
催
で
あ
る
刈
谷
商
工
会
議
所
と
協

議
の
上
、
中
止
の
決
定
を
し
た
。

問　
コ
ロ
ナ
だ
か
ら
仕
方
が
な
い

と
す
る
の
で
は
な
く
、
速
や
か
に
関

係
者
の
声
を
聞
き
判
断
す
べ
き
。
産

業
ま
つ
り
が
出
店
事
業
者
の
売
上
げ

に
寄
与
し
て
い
た
と
い
う
点
で
は
中

止
に
よ
る
影
響
は
深
刻
で
あ
る
。
地

域
経
済
の
落
ち
込
み
を
検
証
し
た
か
。

答　
令
和
元
年
度
に
行
っ
た
出
店

者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
約
７
割
が
次

年
度
も
出
店
し
た
い
と
回
答
し
た
状

況
を
考
え
る
と
、
非
常
に
心
苦
し
い

判
断
で
あ
っ
た
と
考
え
て
い
る
。

稲
垣　
雅
弘　
議
員

（
主
な
答
弁
者
・
・
・
福
祉
健
康
部
長
）

―
多
職
種
間
の
情
報
の
連
携
・
利
活
用
と
体
制
整
備
に
努
め
て
い
く
―

ス
マ
ー
ト
ウ
エ
ル
ネ
ス
シ
テ
ィ
ー
に
向
け
、
総
合
的
な
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
!!

問　
保
健
所
の
業
務
が
ひ
っ
迫
し

て
い
る
。
県
と
の
情
報
共
有
が
で
き

な
く
て
も
、
生
活
物
資
を
届
け
る
こ

と
で
、
直
接
市
民
か
ら
要
望
を
聴
く

こ
と
は
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

答　
県
が
生
活
支
援
と
し
て
自
宅

療
養
者
へ
弁
当
と
飲
料
の
配
食
を

行
っ
て
い
る
。
生
活
に
支
障
が
出
な

い
よ
う
保
健
所
に
買
物
支
援
が
可
能

な
事
業
者
の
情
報
提
供
を
し
て
い
る
。

問　
10
代
か
ら
30
代
ま
で
の
ワ
ク

チ
ン
接
種
券
の
到
着
が
９
月
接
種
予

約
に
間
に
合
わ
な
か
っ
た
理
由
は
。

答　
予
約
が
殺
到
し
て
診
療
業
務

に
支
障
が
出
な
い
よ
う
年
代
ご
と
に

接
種
券
を
発
送
す
る
よ
う
調
整
し
た
。

問　
本
市
で
も
内
水
氾
濫
が
発
生

す
る
災
害
リ
ス
ク
は
あ
る
の
か
。

答　
本
川
の
水
位
が
上
昇
し
支
川

の
水
が
本
川
に
流
れ
な
い
場
合
は
、

牛
田　
清
博　
議
員

（
主
な
答
弁
者
・
・
・
福
祉
健
康
部
長
）

―
日
常
生
活
に
支
障
が
出
な
い
よ
う
、
必
要
な
情
報
を
県
に
提
供
し
て
い
る
―

市
民
の
命
を
守
る
た
め
新
型
コ
ロ
ナ
自
宅
療
養
者
へ
積
極
的
な
支
援
を

低
地
部
で
氾
濫
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

問　
刈
谷
市
歴
史
博
物
館
の
常
設

展
示
替
え
を
３
か
月
に
１
回
行
っ
て

い
る
が
、
市
民
が
気
づ
く
工
夫
を
。

答　
展
示
替
え
に
つ
い
て
は
、
広

報
も
含
め
今
後
も
周
知
に
努
め
る
。

山
本　
シ
モ
子　
議
員

（
主
な
答
弁
者
・
・
・
産
業
環
境
部
長
）

―
事
業
中
止
は
心
苦
し
い
判
断
で
あ
っ
た
―

産
業
ま
つ
り
中
止
に
よ
る
地
域
経
済
へ
の
影
響
は
!!多くの市民でにぎわい、地域経済

発展にも寄与する産業まつり
（令和元年度開催）

関係機関との連携による
避難者支援を

（平成30年に実施した訓練の様子）


